
 

【重要】京都大学大学院農学研究科森林科学専攻および地域環境科学専攻 

修士課程・博士後期課程の改組および募集人員の変更について（予告） 

 

農学研究科では、令和４（２０２２）年度から、次のとおり改組および募集人員の変更を計

画しています。 

 

この計画は、現在、文部科学省に申請中であり、改組が認められない場合は現行の制度のま

まとなります。 

 

入学試験については、８月と１月に現行の制度を前提とした入試を実施します。入試で合格

した者は、改組が認められた場合、改組後の専攻に入学することになります。 

 

〇改組計画と募集人員 

 

・改組計画 

地域環境科学専攻に属する３つの専門種目（森林生態学、森林水文学、森林生化学）を森林

科学専攻へ配置換えを行う。 

 

≪現行≫                  ≪改組後≫ 

 

 

 

 

 

 

・募集人員 

≪現行≫            ≪改組後≫ 

森林科学専攻   修士 ４８名、博士 １７名 → 修士 ５８名、博士 ２０名 

地域環境科学専攻 修士 ５０名、博士 １５名 → 修士 ４０名、博士 １２名 

 

〇入試概要 

 

 令和３（２０２１）年８月 現行制度での修士課程入学試験実施 

 令和４（２０２２）年１月 現行制度での修士課程・博士後期課程入学試験実施 

 →地域環境科学専攻に属する３分野（森林生態学、森林水文学、森林生化学）の合格者は、

改組が認められれば、森林科学専攻に入学となります。 
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